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1．研究の概要図 
  この応募用紙に記載する研究の概要を以下の枠内に図式を用いて、概要図を作成してください。 

研究課題名 小中高教育を見通した高校生向け英語 CALL教材開発の試み 

 

現在の英語教育システム概念図 
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問題点：各教育課程別で学習内容が途切れ、一貫型の連携は困難な状況である。 

     そのため、同一トピックで難易度が同等のタスクが繰り返される。 
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本研究で作成する教材を用いた英語教育システム概念図 
 
長所：スパイラル型であり、タスクの難易度を上げることで興味の持続を図り、継続的に能力を伸ばせる点 
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                       高校（～2年生）                

                                                       

                                                             リスニング・語 彙       小学校段階： 

              中学校 リスニング・語 彙                                               聞くことを中心に、 

                                                             スピーキング            定型表現を学ぶ。 

           小学校（5年生～ ）    スピーキング                                           

                                                                       リーディング           中学校段階： 

              リスニング          リーディング                            読解を始め、作文を 

               スピーキング                          ライティング           を導入し、音声中心 

                    語 彙            ライティング                                          →文字学習への移行 

                                 (20レッスン)                                                                      を行う。 

                                                              
                                                            高校段階： 

                                             (20レッスン)                                                 4技能をバランス 

                                                                                                          よく配置する。 
                                                                                  

(20レッスン) 
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